
■受講生にわかりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログ
ラムを留意、工夫した点

本事業のもとになっている科学研究費採択課題は、「メンガー『国民学原理』初版特製本における書き
込みの復刻とその内容分析」（課題番号14530004）および「西洋社会科学古典資料の書誌学的調査に
基づく印刷地推定法に関する実証的研究」（課題番号23330066）であるが、細かい内容に立ち入って説
明するよりも、その基礎にある考え方、特に西洋社会科学文献の奥深さや書物の修復・保存の重要性
を伝えることを目的とし、以下の点に留意した。

１．実物による体験を重視した
①本に囲まれた環境を体感できるよう、図書室（社会科学古典資料センター）を主会場とした。普段は立
ち入れない貴重書庫内で西洋社会科学古典書籍等の紹介を行うことで、大学の専門図書館のアカデ
ミックな雰囲気を体感してもらうと共に、保存環境維持のためどのような配慮をしているかを実際に見学
できるようにした。

②あらかじめ数種類の羊皮紙を用意し、実際に触ってもらい、違いを実感してもらった。

③社会科学古典資料センターに附設されている保存修復工房で実演および実習を行うことにより、資料
保存の理念と実際を実地に体験できるようにした。実演および実習指導には、普段から保存活動に携
わっている工房職員に活躍してもらった。

④隣接する一橋大学附属図書館を見学する時間も設け、資料の保存と利用という目的を達成するため
に二つの機関がどのような方法を採用しているかを説明し、両者を比較させることによって、目的の違い
に応じて方法の違いが生じることを実感できるようにした。

２．資料や教材を充実させた
①予習だけではなく後日の復習にも役立ててもらえるよう、あらかじめB4大24ページのパンフレットを作
成し、送付した。パンフレットには、紙のなりたちや歴史的製本の方法、一橋大学社会科学古典資料セン
ターが所蔵するホッブズ『リヴァイアサン』や『マグナ・カルタ』についての説明、実習でおこなう紙の修
理、製本、保存容器の作成方法の図解、保存や製本に関する本やウェブサイトの紹介などを掲載した。

②実習で作成したマーブル紙表紙のノートと保存容器をそのままお持ち帰りいただいた。ノートと保存容
器の作り方をパンフレットで詳しく解説した。

③広報用の栞や修了証を、資料保存用に用いられる特殊な中性紙で作成し、持ち帰ってもらった。
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⑪お昼です。 ⑬自分で表紙と糸を選んでノー
ト製作をします。

①凝った装丁の本を選んで会場に展示してみました。

　プログラムは貴重書室のある社会科学古典資料セ
ンターを主会場として開催した。会場まで迷わないよ
う、大学正門と会場前にポスターを掲示した。このポ
スターは、事前の広報用に近隣の駅にも掲示しても
らった。
　本年度は、ひらめき☆ときめきサイエンス事業推進
委員会副委員長でノーベル化学賞受賞者の白川英
樹筑波大学名誉教授が視察にいらっしゃると聞き、
例年にも増して配慮して、受講者を万全の体制でお
迎えできるよう入念な準備を行った。

駅に掲示しました。

⑨説明も熱を帯びる。

 9:30-10:00
10:00-10:20
10:20-10:40
10:40-11:20
11:20-11:30
11:30-12:00
12:00-13:00
13:00-15:50
15:50-16:00
16:00

受付（一橋大学社会科学古典資料センター集合）
開講式（あいさつ、オリエンテーション、科研費の説明）
講義（今日の概要）
講義（センター書庫見学、資料紹介）
休憩・移動
附属図書館見学
昼食
講義（修復工房の見学、道具の説明）と実習（ページ修理と簡易製本、保存箱の作成）
（途中10分休憩）
修了式（アンケート記入、ブックマイスター号授与）

■実施の様子

⑦スタッフ紹介です。

⑩隣接する附属図書館での実
習です。随分雰囲気が違う。

■当日のスケジュール

⑥白川先生に科研費について
説明していただきました。

⑤いよいよスタート。

⑧書庫内の貴重書解説は付添
者もご参加頂きました。

⑫この後はいよいよ実習。2グ
ループに分かれます。



【実施分担者】
社会科学古典資料センター・助手
社会科学古典資料センター・助手

【実施協力者】 4 名

【事務担当者】
総務部研究・社会連携課社会連携係

⑯プレス機と断裁機を使ってみま
す。

⑭大きな断裁機を前に緊張
気味。

風間　智光

床井　啓太郎
福島　知己

昼食の際に山﨑耕一が書物の成り立ちについて仮説の提示を行った。受講者がマヤ文明における書物
についての知識を披露する一幕もあった。

■事務局との協力体制
日本学術振興会との折衝、会計管理、学内の事務手続き等を学内のそれぞれの部署で行ってもらっ

た。当日、学術・図書部の部長・課長・課長代理が出席し、保護者への対応等の支援をしてもらった。

■広報活動
一昨年度、昨年度に続き3回目の開催となったが、日程を7月から9月に変更した関係もあり、積極的な

広報を行った。一橋大学の国立市内の駅および大学正門前にＢ１大のポスターを掲示してもらった他、
社会科学古典資料センターのホームページに募集案内を掲載して周知を図った。結果として昨年度に
増して多くの応募を頂くことができた。

■安全配慮
学外者であっても学内の事故については大学で加入している保険でカバーされるため、別段の保険は

かけなかった。事故防止のため、実施代表者、分担者が全体を通じて気を配ると共に、実習中は実施協
力者を含めて受講者1.2人に対してほぼ1人の割合で見て周り、十分に指導した。

■今後の発展性、課題
本年度は受講者数は10人に絞ったが、午前10時から午後4時まで長い時間を受講生とともに過ごし、

西洋古典資料とその保存にかかわる様々なプログラムを体験してもらった。多くの方のご応募をお断り
せざるをえなかったことが心苦しかったが、1日を落ち着いて受講者と共にできたことは非常に有益で
あった。実施協力者からも、「過去2回より内容を掘り下げて伝えられたのでよかった」などとする肯定的
な感想が聞かれた。日程についても、過去2回は7月半ばとしたのに対して本年度は9月半ばとしたが、
準備に余裕もでき、気候的にも快適であった。

書庫見学や保存修復事業の実演等については保護者等付添の方にもご参加いただいた。保護者か
らは実習も見学したかったといった感想も聞かれたが、安全確保等難しい課題といえる。

プログラムの内容については、西洋古典資料の紹介と保存活動の説明という二つの課題を様々な仕
方で体験してもらうものとした。参加者へのアンケートから推察すると十分に満足していただけたようだ
が、全体の連関をさらにわかりやすく伝えることが今後の課題である。資料保存は日常の地道な活動の
継続によって成立するものだが、それと共に、劣化のメカニズムの解明のような、科学的な研究も重要で
ある。こうした観点を、さらに積極的に伝えていくことが課題である。

例年のことだが、参加者が予想以上に興味関心を示してくれたことが、実施者として大いに喜ばしく、
また今後の研究の励みとなるものであった。

⑮持参した本の保存箱を作っ
ています。

⑱保存箱も完成。⑰ノートが完成。 ⑲最後は修了証書授与式です。


